
 
1 研究目的 

今年度はサーチエンジンの検索速度向上という 

ことに主眼を置き研究を進めた。昨年度まではサー

チエンジンの骨格部分を製作するということに研

究テーマが置かれておりユーザーの視点に立った

際、検索結果の表示速度についてはあまり考えられ

ていなかった。OR 検索、AND 検索などのオプショ

ンは検索サイトを使うユーザーには必須の機能で

あり、重要ではあるが、その後の検索速度について

は必要最低限の能力しかなく検索結果を表示する

のにかなりの時間を要していた。それらの検索オプ

ションを引き継ぎ、さらにユーザーが使いやすい検

索エンジンに強化した。 

2 システムの概要 

 今回作成したシステムの全体図を以下に記す。 

 Web 上から収集した Web サイトのタイトル、本

文内容、URL を一度データ情報収集用データベー

スへ格納する。収集したデータから本文内容を取り

出し、それを名詞のみに分解する(例 静岡県へよう

こそという内容ならば”静岡”、”県”、”へ”、”ようこ

そ”のように分解される)。分解したものを名詞用デ

ータベースに各名詞テーブルとして保存する。 

 検索部分は Web ブラウザ上の検索インターフェ

ースで検索するキーワードを入力する。その後、入

力されたキーワードから名詞のみを取り出す。等し

い名詞テーブルを名詞用データベースから検索す

る。この時に OR 検索や AND 検索などの検索オプ

ションにより処理が分岐し、目的の Web サイトの

一覧が表示される。なお各スクリプトは PHP で作

成し、データベースは MySQL を使用している。 

3 実行結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上図は縦軸に検索時間(秒)をとったグラフであ

る。ヒット数が同じになるような検索キーワードを

探し出し、そのキーワードで検索をしている。検索

に使用した URL 数は 4000 件、  ヒット数 は 830

件、名詞登録データベースに登録された名詞数は 

51744 語であった。 

結果は昨年度のシステムが 2.53 秒かかったのに

対し、今年度は 1.09 秒と約 57%検索時間が高速化

された。実行した際のマシン環境、検索条件はすべ

て同一である。この結果は設備投資には一切費用は

かかっておらず、純粋に今年度の研究による成果で

あると考えられる。 
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昨年度 今年度 

57%高速化 

Web 上に存在する情報 サイトの[タイトル] [本文内容] [URL] 

ｗebrobot による情報収集 データベースに格納 

情報収集データベース上 

・取得した時間 (times) 

・取得した URL (url) 

・取得したタイトル (title) 

・取得した本文内容 (content) 

・ページのリンクから算出した値 (webrank)＊こちらは別途計算 

取得した本文内容(content)を名詞のみに分解 

データベースへ登録 

名詞データベース上 分解した各名詞がテーブルとして保存 

・[静岡]テーブル・[袋井]テーブル・[愛野]テーブル ・・・ 

 

 

 

名詞登録スクリプト 

 

[静岡]テーブル 

タイトル … 

本文内容 … 

URL   … 

[袋井]テーブル 

タイトル … 

本文内容 … 

URL   … 

[愛野]テーブル 

タイトル … 

本文内容 … 

URL   … 

検索 / 結果出力 

検索インターフェース 

“静岡”と入力 

検索インターフェーススクリプト / 検索スクリプト 

検索結果 (例) 

静岡県ホームページ 

日本の真ん中、静岡県へようこそ。 

http://www.shizuoka-pref.co.jp/    

など 


